


どんまいクラブでたくさんの事を教えて頂いて 

今はとても生きやすくなりました。 

毎日楽しく過ごすことができています。 

方法を教えてくれてありがとうございます。 

泣き虫の私が何年泣いてない？ 

というくらい泣いてないです。 

助けてくれてありがとうございます。 

頑張ります。 





和歌山どんまいプログラム - 経 緯 - 

 発達障害やコミュニケーションが困難な方が、学校や社会で適応して生きていく

ためには、周囲がなるべく早く本人を理解し、支援を始めることが大切です。 

 しかし、無理解からくる叱責やいじめ、また無理な課題があると、不安やストレス 

から暴言暴力等の不適応行動、頭痛、腹痛等の身体の不調、うつ状態や強迫症状 

などの精神的な二次症状として表れ、家庭から出られなくなることもあります。 

 また、社会に出て、就労を継続していくことは、発達障害やコミュニケーションに 

課題がある方には大変難しく、自分から相談をして支援を受けながら、適応を考えて 

いくことが大切です。そのためには自分の考えや工夫の仕方が固定していない 

中高生のうちに、自己理解をして、人に相談することをグループで学ぶ場が必要と

考え、「和歌山どんまいプログラム」を作成しました。 

平成 23 年度～平成 25 年度は、６事業者がプログラムを行い、成果を上げまし

た。平成 26 年度からは、各事業者の独自プログラムとなり、平成 27 年度は、４

事業者が実績と経験に基づき、参加者に真摯に向きあいました。 

これまでの経緯は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

和歌山県発達障害者支援センター   ポラリス 

厚生労働省・和歌山県発達障害支援試行事業

ポラリスモデル事業（成人期になってからの学習は困難・中高生のグループ活動が必要）

平成21年～平成23年 3月 和歌山どんまいプログラムの作成

感情調整や支援を求められることが大切
自己理解・受容 気持ちの言語化・整理 ストレス対処法

二次的な身体症状・精神症状・行動の問題等の相談が増加
腹痛・頭痛・倦怠感 うつ・強迫症状 不登校・ひきこもり 社会参加の困難さ

平成23 年度～平成25 年度 6 事業者 62 名参加 
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評 価

プログラムの成果を検証するため、次のテストとアンケートを（開始時・修了時）実施しました

平成 年度 精 神 健 康 調 査

精神健康調査 分析結果

＜保護者から見た本人＞ ＜保 護 者＞

保護者記入＜保護者自身＞

精神健康調査

終了時のアンケート

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

平
均
値
 

プログラム前 プログラム後 

【考 察 】

本人記入 ＜本 人＞

精神健康調査

考え方のクセを知るテスト

怒り・不安の対処法

終了時のアンケート

保護者記入＜保護者からみた本人＞

精神健康調査

考え方のクセを知るテスト

怒り・不安の対処法

本人記入 ＜本 人＞ 保護者記入＜保護者からみた本人 保護者自身＞

「社会的活動障害」

「 身 体 症 状 」

- こころとからだの健康を知るワーク（GHQ） - 

身 体 的 症 状 不 安と不 眠

社会的活動障害 う つ 傾 向

・

・

・

・

・ 不登校や登校しぶりの参加者に改善がみられ、友人と積極的に交流しはじめた

参加者がいたため、保護者から見た本人の社会的活動障害が軽減した。

・ 保護者自身がどんまいプログラムで他の保護者と知り合い、話し合いをしたため、

気持ちが軽くなり、社会的活動障害が軽減されたのではないだろうか。

保護者自身の結果が良かったのは、６年間で初めてである。昨年度の反省から、

保護者会の見直しを図り、プログラムの意図を丁寧に伝えた効果と思われる。

・ 本人自身の回答では個人差が大きく、また「もっと社交的になりたい」と回答した

参加者もいたように、終了後の評価が厳しくなり、有意に低下した項目はなかった。

有意に低 下

低 下 傾 向

「社会的活動障害」 有意に低下

・考え方のクセ統計分析

 和歌山心理教育サポートセンター

センター長 小山 秀之
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平成 年度 考え方のクセを知るテスト（認知の歪み）

項 目 内 容

恣意的推論 証拠もないのにネガティブな結論を引き出しやすい

選択的注目 良い面は視野に入らず、悪い面だけを見てしまう

過度の一般化
ひとつのよくないことから「何をやっても同じだ」と結論づけたり、この先も

同じことが起きると思ってしまう

拡大解釈と

過 小評 価

自分の欠点や失敗、関心のあることは拡大してとらえるが、自分の長所や成功

などはことさら小さくみる

個 人 化 よくない出来事を、さまざまな理由があるにもかかわらず、自分のせいにする

全か無か思考

（完璧主義）

物事を端的に白か黒かのどちらかに分ける考え方。完全にできなければ満足

できず、少しのミスで全否定する

考え方のクセを知るテスト 分析結果

＜本 人＞ ＜保護者から見た本人＞

6

8

10

12

14

16

18

平
均
値
 

プログラム前 プログラム後 

- 考え方のクセを知るテスト - 

【考 察 】

「恣意的推論」

「過度の一般化」

「拡大解釈と

過小評価」

有意に低下傾向
「恣意的推論」

「過度の一般化」

・ 毎年、考え方のクセを知るテストの結果は、保護者から見た本人と本人

自身の回答がズレることが多い。しかし、今年度は似通っていた。保護者が

子どもと話し合い、行動から見た内面もよく理解していたと思われる。

・ 考え方のクセを知るテストの「ネガティブな結論を引き出しやすい」等、

２～３項目が有意に改善されたという結果から、考え方が柔軟になったと

考えられる。その効果もあり、 の社会的活動障害の軽減につながった

のではないだろうか。

有意に低下

有意に低下傾向
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